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1 ．は じめに

　中国の 漢字 は 甲骨文か ら発 展 し、各時代に少 し

ず つ で 変化 し、数 を増や し て 今 に至 る 。 最も古く

遡 る こ とがで きる漢字の 字体は 甲骨 文で あ る。甲

骨文 は漢字研 究にお い て は原点 と い え るだろ う。

甲骨文 の 文字構造は、大抵、形 に よ り表現 された

もの （象形）で あ る。 し か し なが ら、色彩 は特定

の 形 を持 た な い か ら、何 か の 形 を借 りて 表現 され

た。形 を借 りた もの が共通の 生 活経験 に立 っ た も

の で な けれ ば、伝達の 機 能を果 た しえない
。

　 甲骨文以降 、中国 の 各時代 に編集 された字典に

おい て 、い か に 黒が解釈 され 、 黒 が何に よ っ て 表

現 され たか、中国の 各時代 にお い て 、新 しい 文 字

が 作 られ たが、黒色 に っ い て の 色名が い か に 変貌

し て今 の 状態に至 っ た か 、それ らが本研 究 の 目的

で あ る 。

2． 研究 の 資料 と方法

　本研究 は歴史上代 表的な字典 におい て 、色彩 を

表現す る文 字 と文字の 意味か ら、黒 に っ い て 考察

す る。そ の 資料 とした字典 は以 下 の 9 冊 で ある 。

時代順 に、秦の 李斯 の 倉頡篇 、 孔子時代 とい われ

て い る が
、 作者未 明 の 爾雅 と西漢史游 の 急就篇、

東漢許慎の 説文解字 、 三 国魏張揖広雅 、 南朝梁顧

野王 玉 篇 、宋陳彭年集韻 、 明張 自烈正 字通 、清張

玉 路 と陳廷裕な どに よる康煕 字典で あ る 。 これ ら

の字典の うち、倉頡篇 と急就篇、爾雅は子 供の 学

習の た め に作 られ 、文字の 数が少 な く、他 の 字典

と編集 目的が 違 うが、参考 とした 。 字典 は字の 形、

音 、義 （意味） に沿 っ て編集 され 、それ によ り解

釈 も異なる 。 例 えば緑は 、 形 に よ る字典で は青 と

黄の 混色 でで きた 色 と説明 され るが 、 音に よ り編

集 され た 字 典で は 水 の 流 れ の 音に よ りつ く られ

た文字 で あ る 。 説 文解字 は形 に よ り編集 され 、

9353 文字が 集め られ た 。 広雅は義に よ っ て 編集 さ

れ 、 18150 字か らな る。玉 篇は形 に よ り、22726

字 で か らな る 。 集韻は 音 に よ り編集 され 、26194

字 か らな る。正 字通 は 形に よ り編集 され 、33419

字か らな る 。 康煕字典 は形 に よ り編集 され、47035

字か らな る。こ れ らの 宇典 に載 っ て い る色彩 に関

す る 文字は 多い の で 、今回 は 、色 を表現す る文字

数 の 最 も多い 黒を とりあげる。黒 を表現す る文字

の 数は、ほ ぼ 170 字で あ る 。 そ の 解釈 にお い て 、

例えば灰や 黒 に近 い 低明度の 有彩色表現等、微妙

な色名 もあ る の で 、黒 の 色 名 数 を正確 に 明示 す る

こ とは 困難 で ある 。 色名は 、こ れ らの 字典の 中で

は康煕字典に最も集約 され て い る 。 康煕字典は 歴

代字典に載 っ て い る もの を集め て編集 された。そ

の 他 の 字典に比 べ 、財力 と人力の 規模は ず っ と大

き い
。 しか し、解釈 に つ い て は詳 し い 説明が 少な

く、簡約 的な引用や説明で あ る。

3．　 黒に つ い て の 概 念

　黒 の 概 念 と表現 は複雑で ある 。 例 えば灰 色は 、

古 くは 、黒 とい う文字 を使 っ て表現 され 、 ま た 黒

を基礎 と して 他 の 文字 を組み 合 わせ て 表 現 され

る 。 したが っ て 、文字 に よる色彩研 究は、色名相

互 の 関係性 の 構造に お い て 、 西 洋近代 の 色彩研究

とは異なる 。

　 甲骨文 には 黒系の 文字表現 として 、黒、玄、幽、

冥 、鳥、阜 が ある。文字の 形 による と、黒 は火 の

部首 で 、 炙る煙で で た 色で あ る 。 玄 には複数 の 説

が あ り、蚕 の 糸 で あ るが 、ほ こ りの 落下に よ り帽

子状 の もの を被 っ て ゆ っ くり灰 色に な り、さらに

黒 くな っ た。他説で は燻 され た色で ある。幽は文

字構造か ら見 ると、玄 と同 じ糸か らで きた色 で あ

る 。 冥 は光が少 な く暗い こ とで あ る 。 烏は黒い 鳥 、

その 黒 さを表現した 。 阜は団栗 で あ り、木 の 上 の

実 の 形 、黒 の 染料 と し て 昔の 文 献 に載 っ て い る 。

歴 代の 字典を 見 る と 、 黒 の 部首には 多く の 文字 が

ある 。 説文解字 に は以 下 の 30 字がある。

黒 ・黔 ・默 ・黒屯・黒甘・霾 ・黝 ・黒占・黶 ・黒多・黒吉・

黷 ・黥 ・黔 ・黥、嬲、黜 黯
・驂 ・

黴
・黯 ・鱠 、

簽 ・黶 ・黥 ・黷、絛i、黷、黶、縢 。
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4． 灰色 に つ い て

　黒系の 色 と して 、 灰色 を考慮するべ きで あると

考え る。 しか し、古い 漢字に は、灰 の 漢字は使わ

れて い ない 。灰 は全焼 の 後 に残 っ た後跡で あ り、

色 の 表現 で は なか っ た 。 灰色 の 表 現の た めに は 、

黒の 文字 を基礎 として、そ の 前 に別 の 文字 を入れ

て 組み 立て で き た複数の 詞 （熟語）が普通 の使い

方で ある 、 例 えば色彩研 究で は 、 浅 、 深 、 濃 、 明、

亮、暗、濁、重、鮮 な どの 形容 文字が普通用 い ら

れて い るが 、 字典に お ける漢字表現は それ だ けで

はない
。 色や光の 表現に 限定 され ない 、人間の 感

情や物体 の 性質な どの 様相 の 変化も使 われ る。例

えば老 を使 っ た 老 黒 は、微妙 に活力 を表現す る、

程度の 強度な どに つ い て の 表現 には 大 と 中、小が

あ り、痩せ る、太る を使 うこ ともあ る。 さらに他

か ら盗無 （借 りる）意味 もある。字典 におい て 、

黒 と組み合わせ る形 容詞 に は次の 18 字が あ る。

浅、深、貌、甚、跡、濁 、微 、加 、染、沃 、堅 、

暗、雲、皮、中、短 、陰、小。 こ の ほかに も、他

の 色 との 組み合わせ に よ る、黄黒 、青黒 、微黒 、

赤黒 の 表現もある 。

　形容詞 に っ い て は 、次 の 74個がある 。

　純 、 浅 、 深 、 貌、甚、跡、清、濁 、微、加、染、

悪 、 沃 、 堅 、 暗 、 陰 、 竊 、 中、 短、小 、大 、太 、

粉 、顕、漠 、寒 、 涼 、 熱 、温 、鮮、明、亮、痩、

素
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5，絵画 にお ける黒 の 表現

　 中国にお け る水墨画で は紙 の 白か ら、黒 まで の

白黒の 濃淡の ト
ー

ン で 山水や花鳥を表現す る。白

か ら黒 に い た る 中間の 多くの 灰色は 墨 だ けで 作

られ る。水 墨画論 には墨で 得 られ る灰色 を五 彩 と

い うこ とが多い
。 そ の 五 彩に は諸説 が ある 。 焦 、

濃 、 重 、 淡 、 清と 、 濃 、 淡 、 乾 、 湿 、 黒 などが あ

る 。 十 個の 文字 を使 っ て そ れ ぞれ 異なる黒 の 様相

や表情を表現 し て い る。濃淡は正 反対 の 意味で あ

り、乾 と湿 もそ うで ある。焦 とは火の 性 質 も含み、

煙 か らで きた粉末の 黒色 、 ある い は顔料を焼い て

で きた黒 くなっ た 色で あ る。 墨 で描か れ る際の 筆

の 使い 方 を加 え 、 黒に 関 して 、焦、濃、重、淡、

清、乾、湿 、黒などの 様相や状態を表現 した 。そ

れ らの 文字 は、無彩色 の 明度表示 だけで な く、遠

近 （奥行 き）の 空間表現や透 明性や光 の 透過性や

拡散反射性 な どの 意味を ともな う。中国におけ る

灰 色 を含 めた 黒色 の 表現世界 の
一

面が 覗 か れ る。

6．結び

　 中国人 は赤色 を好む こ とで知 られ て い る が 、 文

字の 数か ら見 る と 、 赤 は圧倒的で は な い
。 しか し、

赤を表現す るた めに 、二 文字以上 で組 み 立て られ

た詞 （熟語）の 数は 多く 、 その 表現 も豊か で ある 。

黒を表現する文字は字典か ら見 る と、単語数が多

く、赤系 の 単語 に比 べ 二 倍以上で ある が、複数の

詞 （熟語）数は少 な く、ほ とん どが単語、あるい

は色彩形容詞 と組 み合わせ て 表現 され る。灰色 に

関する色 名は そ れ ら の 形容 詞 の 変化に よ り表現

され る。灰 とい う文字は使 われ て い ない が、黒で

表現 された灰 色 の 色名 の バ リエ
ー

シ ョ ン がある 。

それ らの 文字は 、 書き言葉 と して 見 られ る もの で

あ り、話 し言葉や 、 台湾等の 地方言語 で は形容詞

が主詞 の 後 に置 かれ る こ とも多い
。 さらに言葉を

繰 り返 し 重 ね て 色 の 状 態 を 強調 す る 黒 魯 魯

（ou −
ruru ）な どもある。それ らに っ い て の 詳細

は稿を改め るが、黒 を表す言葉の 変化 とその 複雑

さや豊か さが よ く感 じ られ る。中国語 の 主要 な方

言の
一

つ で ある客家語に も類似 の 用法があ り、 現

在の 表色系 とは異な る色彩理 解 、 色彩認知 、 ある

い は色彩知識 を黒 色 の 表現か らみ る こ とが で き

る。
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